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カンボジア社会科教科書における音楽題材の特徴 
―初等科第 1学年～第 3学年の社会科・理科統合科目教科書に着目して― 
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Abstract 
In Cambodia, the Pol Pot regime massacred teachers and other intellectuals and cultural figures, and the 
educational system was thoroughly destroyed in the 1970s. Although education reconstruction is currently 
progressing, various problems remain in Cambodia, including low salaries for teachers and the use of children as 
a labor force.  
Music does not currently exist as a distinct subject in Cambodia, and is treated as part of social studies. 
Social studies in Cambodia aims to develop identity through self-cultural education, as part of the government’s 
approach to supporting individuals to regain their ethnic identity after the Pol Pot administration and subsequent 
civil war. Although music is treated as part of social studies, music education is minimal at schools in Cambodia. 
The reasons for this include the cultural destruction under the Pol Pot administration, and an absence of teachers 
who can teach music. 
All of the musical themes dealt with in the current Cambodian elementary social studies curriculum are focused 
on traditional Cambodian music. In social studies, music is considered a tool for identity development, and is 
designed to help children understand the framework of the Cambodian state.  
To address this situation, the Cambodian Ministry of Education, Youth and Sport started an educational 
reform process in 2016. This reform determined that art subjects would be set as new subjects, requiring the 
development of teaching materials and human resources. The nonprofit organization that supports music 
education for Cambodia for many years applied for the JICA Partnership Program, and was adopted as a “primary 
school art education support project”. The goal of the project was to foster the basic environment necessary to 
systematically disseminate art education. 
The current study focused on the possibility of self-cultural education through music in Cambodia, which 
has a rich musical cultural history. In addition, the features of music subjects in the current science and social 
studies textbooks from elementary school first grade to elementary school third grade were examined, and their 




虐殺された。実に小学校教員の 7/8，中・高等学校教員の 1/10，全体で 3/4 の教員が殺害されたと言われ
ており，人材のみならず教材全てが焼き払われるなど（山口 2012，p.299），国内の教育制度は徹底的に破
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18 歳），3 つの教育段階からなる。現在，カンボジアの初等学校では週 6 日，年間 38 週，2 学期制によっ
て学習指導が行われている。年に 2 回の進級テストがあり，不合格もしくは出席日数の不足で原級留置と















現在のカンボジアでは，初等学校の第 1 学年から第 3 学年までは理科と社会科が統合科目として 1 つに
まとめられ，第 4 学年からは，理科と社会科がそれぞれ独立し学習指導が行われる。2006 年に改訂された
現行のカリキュラムでは，初等社会科は以下の 5 つの学習分野から構成されている。 
 
































いる音楽教育のねらいと学習内容を明らかにするために，JHP・学校を作る会提供資料『Social Study G1-9 
syllabus 2006』1をもとに，初等科第 1 学年～第 6 学年の芸術教育（音楽）に関する内容を以下のようにま
とめた。 
 
表 1 社会科を構成する 5 つの学習分野 
学習分野  
道徳と公民 
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表 3 音楽分野における各学年のねらいと学習内容 
Grade（学年） Outcomes（学習のねらい） Content（学習の内容） 
1 
・カンボジア国歌の 1 番と，2 曲の伝統的な歌が
歌えるようになる 
・国歌の 1 番の学習 
・2 曲のクメール伝統の歌の学習 
2 
・カンボジア国歌の 2 番と，2 曲の大衆歌曲が歌
えるようになる 
・国歌の 2 番の学習 
・2 曲の大衆歌曲の学習 
3 
・カンボジア国歌の 3 番を含む，2 曲の伝統的な
歌と 2 曲の大衆歌曲が歌えるようになる 










































翻訳にあたっては，東京大学大学院社会基盤学専攻修士課程 1 年 Meng Phalkong（メイン・パルコン）氏
の指導，協力のもと行った。今回使用した社会科教科書は，広島大学教育ヴィジョン研究センタ （ーEVRI）
提供の 2008 年発行版である。 
 
Ⅳ．結果と考察 
1）カンボジア初等科第 1～第 3学年社会科・理科統合科目教科書における音楽題材の内容 
●第 1 学年  
第 1 学年の社会科・理科統合科目教科書は，全 92 ページである。音楽に関する内容は，第 4 章「私の村
の昼と夜」から第 3 課の 86～89 ページにて扱われている。題材名は「音楽と娯楽」。 
 
表 4 初等科第 1 学年の音楽に関する学習 
単元の名前 学習内容 page 
 
第 4 章 
第 3 課「音楽と娯楽」 
カンボジア国歌『ノーコーリアッチ』1 番 86 
カンボジアの音楽様式 87 
『良い子ども』※『Kang Ha Trov Kiol』のメロディを基にして（歌唱） 88 
『野菜畑』※『Kang Ha Trov Kiol』のメロディを基にして（歌唱） 89 
 
●第 2 学年 
 第 2 学年の社会科・理科統合科目教科書は，全 108 ページである。音楽に関する内容は，第 3 章「私の
コミュニティ」から第 5 課の 92～94 ページにて扱われている。題材名は「私は歌を練習する」。 
 
表 5 初等科第 2 学年の音楽に関する学習 
単元の名前 学習内容 page 
第 3 章 
第 5 課「私は歌を練習する」 




●第 3 学年 
 第 3 学年の社会科・理科統合科目教科書は，全 108 ページである。音楽に関する内容は，第 4 章「村の
人々の生活」から第 4 課 72～75 ページ，第 5 章「周りのもの」第 3 課 96～99 ページにて扱われている。
題材名は，「私は歌を練習する」，「音（声）と音楽」。 
 
表 6 初等科第 3 学年の音楽に関する学習 
単元の名前 学習内容 page 
 
第 4 章 
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第 5 章 










表 7 社会科における音楽に関する学習（初等科第 1～3 年） 
学年 題材名 学習内容（音楽） 
  国歌 教育的な作品 伝統的なクメール音楽 その他 




























のような音楽が存在するのか，その概要を簡単に紹介している。例えば，第 3 学年の第 4 章第 4 課「私は
歌を練習する」で扱われている伝統的な歌『ボット・ムロップ・ドン（結婚式の歌）』は，歌詞の掲載のみ
で，教科書内ではその作品が包括するクメール音楽（カンボジア音楽）らしさや，文化的・芸術的価値な
どには一切触れていない。また，第 1 学年の第 4 章第 3 課「音楽と娯楽」で扱われているカンボジアの音
楽様式に関しても，教科書内のコンテンツは楽器のイラスト掲載のみである。音楽教育が普及していない
カンボジアの学校の多くは楽器を所有しておらず，それに加えて，カンボジアの社会科・理科統合科目教
科書には付属の CD がないため，結果的に音楽体験を伴わない学習となる。よって，第 1～3 学年を通して
カンボジアの伝統音楽は段階的・系統的な学習ではなく，知識の積み重なりにならざるを得ないと考えら
れる。 
それと対照的なのが，第 3 学年教科書の第 5 章第 3 課「音（声）と音楽」である。子どもたちの身の回
りに溢れている音や声といった「環境音・生活音」が取り扱われており，音や声がもつ性質・質感にまで
触れていることが大きな特徴である。この課は 3 つのセクションに分けられ，それぞれに 1 つずつ問いが
設けられている。問いは以下の 3 つである。 
①「村（身の回り）にはどのような音があるのか？／どんな音を聞いたことがあるのか？」 
②「それらの各音にはどのような性質があるのか？」 




























教材及び人材の開発が急務とされた。そこで，上述した NPO 法人「JHP 学校をつくる会」が ODA の一
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